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　４回目の年男となる2012年の幕が開けた。
あと何回年男を経験できるかわからないが、
間違いなくこの１年は、生涯最も激しく自己
が問われることになるだろう。
　年明けと共に、久しぶりの事業企画書づ
くりに突入している。全国で進んできた公
共サービス分野の拡大の中で、３つの協同
を社会連帯へと飛躍させるための、希望と
困難が混在する、新しい企画書づくりの挑
戦だ。利用者や地域が企画書づくりに参画
する中で、仕事や組織の在り方が鋭く問わ
れ、本番を迎える業務改革の必要性を痛感
させられる経験となっている。言うは易し・
行うは難しの挑戦は、仕事の在り方を巡る
利用者・地域との協同の格闘が、新しい段
階を拓くことになるだろう。その過程は、決
して平たんではない。時には対立する価値
観や社会観をぶつけ合いつつ、折り合いを
つけながら関係を創造する、我々のスキル
を上げていかなければならない。そのこと
は、職場における組合員同志の関係にも通
ずるものである。
　利用者・地域との協同は、必ずしもイコー
ル市民との協同というわけではない。利用
者の中にもまた、生活者の側面と社会で働
く者の側面がある。３つの協同関係は、そ
の両面から求められる。しかし、利用者の
主体性を引き出す協同は、その人の仕事上
のスキルや価値観とも結んで築かれていく
ならば、それ自身が仕事おこしの社会化と、
社会連帯の創造を手繰り寄せることとなる

予感がある。それを今回の企画書づくりの
端々で実感している。一足早いこの経験を
どう組織化していくのか。これが2012年初
頭の課せられた課題となった。
　国際協同組合年（IYC）は、「協同」の本質
的な意味とその可能性を社会化していく、
特別な使命を日本の協同組合に課している。
東日本大震災を受けたこの社会が、真の復
興を遂げていくプロセスとは、「力合わせ」

「心あわせ」「助け合う」関係（コミュニティ）
を、社会の隅々に築き上げていくものだ。
言い換えれば、「みんなの命を大切にする」
ことを真ん中に据えた社会の創造である。
組合員のみんながそのことを感じているか
らこそ、「FEC自給コミュニティ」の創造に
向けた挑戦が、相当早いテンポで進んでい
ることに象徴されている。命を大切にする
うえで最も問われるFECというテーマが、
組合員の本能に火をつけ活性化させている。
これをどう組織化するのか、それが今年前
半の課題である業務改革である。
　こうした事実と実践を深めるためにも、
たくさんの経験を手にする事業の拡大と、
地域の戦略が求められる。そしてそれを加
速させる法制化・制度化は待ったなしだ。
その意味で、2012年を本物の３つの協同元
年とし、協同労働の社会化に向けた覚悟を
決め、足を踏み出す決意を固めなければな
らない。緊張と展望に包まれるこの１年を、
年男として昇龍するものとしたい。協同総
研はその覚悟を支える存在に育てたい。
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